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国
民
健
康
保
険
税
の

課
税
額
は
、
算
定
方
式

か
ら
資
産
割
が
廃
止
さ
れ
る
が
、

限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

具
体
的
に
所
得
が
い
く
ら
以
上

で
あ
れ
ば
、
限
度
額
を
超
え
る

世
帯
に
該
当
す
る
か
。

　

例
え
ば
３
人
世
帯
の

場
合
、
所
得
が
８
６
９

万
円
を
超
え
る
と
限
度
額
超
過

と
な
る
。

　

今
回
は
税
率
が
引
き

下
げ
ら
れ
る
が
、
計
画

で
は
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

の
財
政
調
整
基
金
（
積
立
金
）

は
３
年
で
枯
渇
し
、
４
年
目
に

は
税
率
引
き
上
げ
の
改
正
を
行

う
の
か
。

　

財
政
調
整
基
金
は
、

現
時
点
の
残
高
か
ら
す

る
と
、
お
よ
そ
３
年
で
無
く
な

る
見
込
み
で
あ
る
が
、
県
か
ら

示
さ
れ
る
納
付
金
の
水
準
の
程

度
に
よ
り
、
改
め
て
税
率
を
検

討
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

県
立
循
環
器
・
呼
吸

器
病
セ
ン
タ
ー
の
結
核

　

呼
吸
器
内
科
を
追
加

し
、
併
せ
て
神
経
内
科

を
脳
神
経
内
科
に
科
目
を
変
え

る
よ
う
だ
が
、
科
目
ご
と
に
専

門
の
医
師
が
診
療
す
る
の
か
。

　

今
回
の
改
正
は
、
こ

れ
ま
で
診
療
科
目
に
無

か
っ
た
呼
吸
器
内
科
を
新
た
に

追
加
す
る
こ
と
が
ひ
と
つ
で
、

も
う
ひ
と
つ
は
今
ま
で
神
経
内

科
の
名
称
で
標
榜
し
て
い
た
が
、

日
本
神
経
学
会
で
、
い
ま
だ
に

心
療
内
科
や
精
神
科
と
混
同
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
患
者
の
適

切
な
治
療
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃

す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
神
経

内
科
か
ら
脳
神
経
内
科
に
名
称

変
更
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
の

で
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

あ
る
。　

生
活
保
護
対
象
者
数

と
そ
の
推
移
は
。

　

平
成
30
年
４
月
現
在

５
０
７
世
帯
、
６
２
３

人
で
あ
る
。

　

平
成
29
年
は
５
０
５
世
帯
、

　

先
日
の
大
阪
北
部
地

震
で
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒

壊
が
報
道
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
実
績
と
今
後
の
取
り
組
み

を
聞
く
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、

合
計
で
58
件
の
実
績
で
あ
る
。

現
在
、
公
共
施
設
に
つ
い
て
は

緊
急
点
検
を
実
施
中
で
あ
り
、

今
後
は
啓
発
用
の
チ
ラ
シ
を
毎

戸
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

公
共
下
水
道
の
区
域

内
で
公
共
下
水
道
に
未

接
続
の
市
民
へ
の
対
応
を
聞
く
。

　

単
独
浄
化
槽
な
ど
を

使
用
し
公
共
下
水
道
に

未
接
続
と
な
っ
て
い
る
市
民
に

対
し
て
は
、
個
別
に
訪
問
し
水

洗
化
の
推
進
を
行
う
予
定
と
し

て
い
る
。

　

経
営
体
育
成
支
援
事

業
補
助
金
と
担
い
手
確

保
・
経
営
強
化
支
援
事
業
補
助

金
の
実
績
に
つ
い
て
聞
く
。

病
棟
が
栗
原
中
央
病
院
に
移
管

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
病
院
事

業
の
職
員
定
数
を
来
年
度
か
ら

18
人
増
員
す
る
が
、
職
種
別
の

内
訳
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
病
院
で
は
看
護
師
が

不
足
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
今

年
度
の
募
集
状
況
は
ど
う
か
。

　

増
員
の
内
訳
は
、
看

護
師
17
人
、
専
任
医
師

１
人
の
計
18
人
で
あ
る
。

　

今
年
度
の
看
護
師
の
採
用
試

験
は
８
月
に
実
施
す
る
予
定
で

あ
り
、
８
人
ほ
ど
の
募
集
を

行
っ
て
い
る
。

平
成
28
年
は
５
０
０
世
帯
で
あ

り
、
年
々
増
加
傾
向
で
あ
る
。

　

災
害
救
助
費
の
中
に

あ
る
就
学
援
助
費
の
対

象
人
数
は
何
人
か
。
ま
た
対
象

者
は
、
今
後
増
え
る
見
込
み
か
。

　

小
・
中
学
校
あ
わ
せ

て
22
人
。
東
日
本
大
震

災
の
被
害
者
に
対
す
る
就
学
支

援
で
あ
り
、
卒
業
な
ど
で
減
少

は
す
る
と
思
う
が
、
増
加
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。

　

小
学
校
入
学
支
援
事

業
補
助
金
の
平
成
29
年

度
の
実
績
者
数
は
。（
小
学
校

に
入
学
す
る
第
３
子
以
降
の
子

で
あ
る
児
童
の
保
護
者
に
対
し
、

学
用
品
な
ど
の
購
入
に
伴
う
経

費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
）

　

61
名
で
あ
る
。

　

経
営
体
育
成
支
援
事

業
補
助
金
は
、
認
定
農

業
者
な
ど
の
経
営
体
７
７
３
件

に
募
集
の
通
知
を
行
い
、
県
へ

の
申
請
件
数
が
８
経
営
体
、
こ

の
内
交
付
決
定
し
た
の
が
３
経

営
体
で
あ
る
。
若
柳
、
栗
駒
、

金
成
の
３
つ
の
経
営
体
が
、
そ

れ
ぞ
れ
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農

業
機
械
を
購
入
し
た
。
担
い
手

確
保
・
経
営
強
化
支
援
事
業
は
、

以
前
か
ら
希
望
し
て
い
た
志
波

姫
の
経
営
体
が
申
請
、
交
付
決

定
と
な
り
大
豆
播
種
機
な
ど
の

農
業
機
械
を
購
入
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
の

内
容
を
聞
く
。

　

記
念
式
典
に
お
け
る

記
念
講
演
の
講
師
謝
礼
、

伊
達
武
将
隊
を
呼
び
記
念
登
山

を
行
う
経
費
、
当
日
の
様
子
を

Ｆ
Ｍ
番
組
で
取
り
上
げ
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
の
経
費
、
式
典
参
加
者

や
記
念
登
山
参
加
者
に
対
す
る

記
念
品
の
経
費
で
あ
る
。

病

院

職

員

18

増

職

種

の

内

訳

は

生
活
保
護
世
帯
の
推
移

小
学
校
入
学
支
援

震
災
被
害
者
の
就
学
支
援

公
共
下
水
道
へ
の

切

り

替

え

経

営

体

育

成

支
援
事
業
補
助
金

栗
駒
山
国
定
公
園
指
定

50
周
年
記
念
事
業
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委員会報告

国
保
税
の
引
き
下
げ

資

産

割

を

廃

止

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
総
点
検

急

ぐ

べ

き

栗
原
中
央
病
院
に
呼
吸
器

内
科
の
診
療
体
制
が
整
備

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

文
教
民
生
常
任
委
員
会

職員を増員する移設病棟
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循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン

タ
ー
の
医
療
機
能
移
管
状
況
や

栗
原
市
病
院
事
業
経
営
健
全
化

計
画
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン
タ

ー
か
ら
栗
原
中
央
病
院
へ
の
移

行
を
希
望
す
る
職
員
の
選
考
試

験
を
実
施
し
、
看
護
師
21
人
、

薬
剤
師
１
人
、
診
療
放
射
線
技

師
１
人
、
事
務
職
１
人
の
計
24

人
を
平
成
31
年
４
月
１
日
付
け

で
採
用
内
定
と
し
て
お
り
、
結

核
病
棟
の
工
事
は
平
成
31
年
４

月
の
開
設
に
向
け
て
着
々
と
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

栗
原
中
央
病
院
と
若
柳
病
院

の
２
病
院
は
経
常
収
支
比
率
が

計
画
値
を
上
回
る
結
果
と
な
り
、

努
力
の
成
果
が
見
え
ま
し
た
。

　

課
題
で
あ
る
医
師
招
へ
い
は
、

難
し
い
状
況
で
あ
る
と
感
じ
た

が
、
今
後
も
様
々
な
対
策
を
講

じ
、
医
師
不
足
の
解
消
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

　

次
に
国
民
健
康
保
険
の
都
道

府
県
単
位
化
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

県
か
ら
提
示
さ
れ
た
平
成
30

年
度
の
国
保
事
業
費
納
付
金
額

　

農
林
振
興
部
所
管
の
調
査
で

は
、
今
国
会
提
案
の
農
業
改
革

関
連
11
法
案
の
概
要
を
聴
取
し
、

本
市
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
調

査
し
た
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
栗
っ
こ
南

部
倉
庫
精
米
設
備
の
現
地
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

精
米
設
備
の
導
入
に
よ
り
高

品
質
米
の
販
売
が
可
能
と
な
り
、

精
米
ハ
サ
ッ
プ
認
証
取
得
へ
向

け
た
取
り
組
み
も
行
わ
れ
、
本

市
の
米
の
販
売
戦
略
の
牽
引
車

と
し
て
大
い
に
期
待
で
き
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
上
下
水
道
部
所
管
の

調
査
で
は
、
宮
城
県
が
計
画
し

て
い
る
上
水
道
、
工
業
用
水
道
、

下
水
道
を
官
民
が
連
携
で
運
営

す
る
「
宮
城
県
上
工
下
水
一
体

官
民
連
携
運
営
事
業
（
み
や
ぎ

型
管
理
運
営
方
式
）」
の
概
要

に
つ
い
て
聴
取
し
、
本
市
へ
の

　

市
の
土
地
や
建
物
な
ど
普
通

財
産
の
貸
付
け
状
況
や
登
記
事

務
、
宅
地
分
譲
地
の
販
売
状
況

に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

普
通
財
産
の
貸
付
料
の
額
は
、

土
地
の
固
定
資
産
税
評
価
額
や

建
物
の
残
存
価
額
に
基
づ
き
設

定
さ
れ
て
お
り
、
妥
当
と
考
え

ま
す
。
な
お
、
貸
付
料
の
滞
納

繰
越
の
解
消
や
長
期
貸
付
け
物

件
の
売
却
促
進
に
は
、
引
き
続

き
努
め
る
べ
き
で
す
。

　

登
記
事
務
は
、
相

続
や
抵
当
権
設
定
な

ど
困
難
な
問
題
を
抱

え
る
登
記
対
象
筆
数

３
１
３
２
筆
の
う
ち
、

合
併
後
７
５
５
筆
を

登
記
し
、
平
成
29
年

度
末
の
未
登
記
は
２

３
７
７
筆
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
早
期
の

処
理
に
努
め
る
べ
き

で
す
。

　

宅
地
分
譲
地
の
販

売
状
況
は
、
旧
町
村

か
ら
引
き
継
い
だ
既

存
分
譲
地
２
０
２
区

画
は
現
在
２
区
画
を

や
標
準
保
険
料
率
、
ま
た
栗
原

市
の
財
政
調
整
基
金
の
残
高
、

被
保
険
者
の
所
得
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
て
税
率
改
正
を
行
う
こ

と
、
ま
た
、
算
定
方
式
を
現
行

の
４
方
式
か
ら
資
産
割
を
除
い

た
３
方
式
化
へ
の
移
行
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
く
と
い
う
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
高
齢
化
と
医
療
の
高

度
化
に
伴
い
、
医
療
費
の
増
加

は
続
く
と
見
込
ま
れ
る
が
、
引

き
続
き
安
定
的
、
持
続
的
に
運

営
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

求
め
ま
す
。

影
響
等
に
つ
い
て
調
査
し
た
ほ

か
、
迫
川
流
域
下
水
道
石
越
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
現
地
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

現
在
、
本
市
の
汚
水
３
事
業

の
う
ち
水
洗
化
率
が
低
い
迫
川

流
域
下
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、

水
洗
化
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、

特
に
市
街
地
区
域
の
接
続
に
つ

い
て
、
積
極
的
な
誘
導
策
を
講

ず
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
商
工
観
光
部
所
管
の

調
査
で
は
、
栗
駒
山
麓
ジ
オ

パ
ー
ク
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
整

備
工
事
に
つ
い
て
、
建
設
部
所

管
の
調
査
で
は
、
市
道
、
橋
梁

及
び
公
営
住
宅
の
各
事
業
に
つ

い
て
、
整
備
の
進
捗
状
況
を
調

査
し
、
施
工
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

基
づ
き
着
実
に
進
行
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

残
す
の
み
と
な
り
、
平
成
26
年

度
か
ら
分
譲
を
開
始
し
た
若

者
対
象
の
定
住
促
進
分
譲
地

（
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
タ
ウ
ン
事
業
）

の
全
38
区
画
は
完
売
と
な
り
ま

す
。
志
波
姫
地
区
の
新
規
分
譲

予
定
地
に
つ
い
て
も
、
造
成
後

の
早
期
完
売
を
目
指
し
、
魅
力

あ
る
分
譲
地
と
な
る
よ
う
整
備

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

医
療
機
能
移
管

着
々
と
準
備
が
進
む

平
成
30
年
度
予
算
に
関
連

す
る
主
要
事
業
を
調
査

土
地
や
建
物
の

貸
付
料
は
妥
当

所管事務調査

所管事務調査

所管事務調査

5/10～ 11

4/27

４/24

産業建設

総　務

文教民生

所管事務調査報告

若者を対象とする分譲予定地（志波姫南郷地区）

結核病棟の建設現場を視察

ＪＡ栗っこ南部倉庫
精米設備を現地調査


